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敷
塩
神
社

・
戦
没
者
慰
霊
碑

敷
塩
神
社
は
、
豊
玉
彦
命
と

豊
玉
姫
命
の
海
神
を
祀
り
、
村

を
護
る
神
社
で
す
。

県
道
わ
き
か
ら
見
え
る
四

メ
ー
ト
ル
か
ら
な
る
鳥
居
は
、

奥
山
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
一
枚

岩
の
御
影
石
か
ら
な
る
も
の
で

す
。神

社
の
創
建
は
、
一
六
七
六

年
で
平
家
の
末
裔
で
「平
定
盛
」

が
身
分
を
隠
し
「長
濱
三
郎
」と

称
し
て
建
立
し
た
と
の
言
い
伝

え
が
あ
り
ま
す
。

鳥
居
か
ら
一
一
二
段
の
急
な

石
段
を
上
っ
た
奥
に
本
殿
が
あ

り
、
毎
月
地
域
の
方
々
で
清
掃

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
十
一
月
三
日
に
は
、
豊

漁
と
航
海
の
安
全
を
祈
願
し
て

船
団
パ
レ
ー
ド
、
こ
ど
も
相
撲

や
魚
の
販
売
、
餅
な
げ
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
地
域
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

休
息
中
の
樫
の
木
児
道
整
備

十
月
に
入
り
気
候
も
穏
や
か

に
な
っ
た
先
日
、
跡
地
の
整
備
に

出
か
け
る
。

今
年
は
繁
茂
が
著
し
く
て
、
草

刈
り
機
・チ
エ
ン
ソ
ー
・ブ
ロ
ワ
ー

等
駆
り
出
し
て
、
樫
の
木
児
道

か
ら
尾
岳
遊
歩
道
の
交
差
地
点

ま
で
の
整
備
を
行
っ
た
。

ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
の
下
見
も
あ

り
、
で
き
る
事
な
ら
認
定
を
い

た
だ
き
、
尾
岳
登
頂
と
併
せ
た

イ
ベ
ン
ト
が
出
来
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。

「
下
水
道
事
業
整
備
」

令
和
五
年
一
部
供
用
開
始
を

控
え
、
着
々
と
進
む
事
業
も
、

来
年
四
月
に
は
住
民
説
明
会
、

五
月
に
は
、
工
事
店
説
明
会
、

七
月
に
も
う
一
度
住
民
説
明
会

を
行
い
、
八
月
に
一
部
供
用
開

始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

説
明
会
で
は
、
分
担
金
、
工
事

費
用
な
ど
の
詳
細
な
説
明
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
で
き

る
だ
け
参
加
し
て
、
納
得
の
い
く

答
え
を
見
出
し
て
く
だ
さ
い
。

懸
案
と
な
っ
て
い
ま
し
た
県
道

手
打
～
藺
牟
田
港
線
の
「
消
防

団
詰
め
所
か
ら
敬
老
園
付
近
」ま

で
の
海
岸
線
の
工
事
が
始
ま
り

ま
す
。

下
水
道
工
事
等
の
か
ら
み
も

あ
り
、
早
期
の
完
成
は
未
定
で

す
が
、
工
事
期
間
中
皆
様
に
は

不
便
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
な
図
面
が
コ
ミ
協
に
あ
り

ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

本
殿
を
さ
ら
に
上
る
と
、
日

清
戦
争
、
支
那
事
変
、
第
二
次

世
界
大
戦
で
戦
死
し
た
英
霊
を

祀
る
招
魂
碑
が
あ
り
ま
す
。

当
地
出
身
の
書
家
「町

春
草
」

揮
毫
の
慰
霊
碑
が
世
界
平
和
を

願
っ
て
そ
び
え
建
っ
て
い
る
。


